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1. 平成27年12月期第2四半期の連結業績（平成27年1月1日～平成27年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年12月期第2四半期 32,950 1.4 2,474 △17.5 2,522 △17.7 1,655 △4.1
26年12月期第2四半期 32,505 15.2 2,999 16.0 3,066 14.3 1,725 17.3

（注）包括利益 27年12月期第2四半期 2,487百万円 （34.1％） 26年12月期第2四半期 1,854百万円 （△61.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年12月期第2四半期 31.56 ―
26年12月期第2四半期 32.90 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年12月期第2四半期 87,390 49,235 56.3
26年12月期 84,093 47,152 56.1
（参考）自己資本 27年12月期第2四半期 49,235百万円 26年12月期 47,152百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年12月期 ― 11.00 ― 11.00 22.00
27年12月期 ― 12.00
27年12月期（予想） ― 12.00 24.00

3. 平成27年12月期の連結業績予想（平成27年1月1日～平成27年12月31日）  
（％表示は、対前期増減率） 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 72,100 6.0 6,860 △2.1 7,000 △3.6 4,500 1.5 85.78



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
（注）詳細は、添付資料４ページ「四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧下さい。  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料４ページ「会計方針の変更」をご覧下さい。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実
際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年12月期2Q 55,290,632 株 26年12月期 55,290,632 株
② 期末自己株式数 27年12月期2Q 2,833,200 株 26年12月期 2,833,042 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年12月期2Q 52,457,507 株 26年12月期2Q 52,457,619 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（平成27年１月１日～平成27年６月30日）におけるわが国経済は、企業収益の改善

や設備投資の持ち直しが一部でみられたものの、ギリシャ問題や中国経済の減速などにより、依然として先行き不

透明な状況が続きました。 

当社グループの主な需要先であります建設業界におきましては、首都圏における大規模な再開発案件などはあ

るものの、昨年後半から建築着工の遅れが続くなど、引き続き厳しい環境となりました。 

このような経営環境のなか、当社グループは、主力の建設関連製品事業において、各種営業施策を積極的に実

施し、主要製品の市場シェア拡大に取り組んでまいりました。 

しかしながら、工事着工の遅れによる影響が大きかったことなどにより、当第２四半期連結累計期間における

売上高は、329億５千万円（前年同期比1.4％増）、営業利益は24億７千４百万円（前年同期比17.5％減）、経常利

益は25億２千２百万円（前年同期比17.7％減）、四半期純利益は16億５千５百万円（前年同期比4.1％減）となり

ました。 

 

セグメント別の業績はつぎのとおりであります。 

① 建設関連製品事業

シェア向上のための各種施策に取り組んだものの、前第１四半期の消費税増税前の駆け込み需要など特殊

要因がなかったことに加えて、建設現場の着工が想定以上に進まなかったことから、主に国内の構造機材製品

の販売が低調に推移し、売上高は247億８千２百万円（前年同期比2.6％減）となり、営業利益は21億５千９百

万円（前年同期比19.8％減）となりました。 

 

② 自動車関連製品事業

主にトラック・トレイラー向けボルトナット類の販売が好調に推移したことや、円安による為替換算レー

トの影響を受けたことなどにより、売上高は49億９千７百万円（前年同期比23.4％増）となり、営業利益は５

億６千７百万円（前年同期比25.9％増）となりました。

 

③ ホテル事業

団体顧客需要の取り込みなどに注力したことや、円安による為替換算レートの影響を受けたことなどによ

り、売上高は25億９千４百万円（前年同期比5.0％増）となり、営業損益は販売促進費用の増加などにより、

２億３千８百万円の損失（前年同期は１億５千万円の営業損失）となりました。

 

④ その他の事業

売上高は５億７千６百万円（前年同期比4.4％増）となりましたが、営業損益は海洋事業において大型案件

が下期にずれ込んだことなどにより、１千３百万円の損失（前年同期は５百万円の営業利益）となりました。
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(参考)連結事業別・製品別売上高

(単位：百万円未満切捨表示)

 

前第２四半期連結累計期間
自 平成26年１月１日
至 平成26年６月30日

当第２四半期連結累計期間
自 平成27年１月１日
至 平成27年６月30日

増減率

金額 構成比 金額 構成比

建設関連

製品事業

    ％   ％ ％

仮設・型枠製品 4,313 13.2 4,079 12.4 △5.4

土木製品 3,183 9.8 3,083 9.3 △3.1

構造機材製品 10,366 31.9 9,477 28.8 △8.6

建材商品 7,571 23.3 8,142 24.7 7.5

小 計 25,434 78.2 24,782 75.2 △2.6

自動車関連製品事業 4,049 12.5 4,997 15.2 23.4

ホテル事業 2,469 7.6 2,594 7.9 5.0

その他の事業 551 1.7 576 1.7 4.4

合 計 32,505 100.0 32,950 100.0 1.4

 

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年12月期の通期の連結業績予想につきましては、当第２四半期連結累計期間までの業績の状況を勘案し、

平成27年２月13日に発表いたしました業績予想の数値を変更しております。

 売上高につきましては、主に国内建設関連製品事業において、昨年後半から続いている建築着工の遅れが想定以

上であったことなどから、数量の落ち込みは免れず、当初予想を下回る見込みとなりました。

 利益につきましては、主に高付加価値製品である構造機材製品の売上高の減少をうけて、物流コスト等の販売管

理費の削減に取り組んだものの、当初予想を下回る見込みとなりました。

 なお、今後も2020年東京オリンピック・パラリンピックの関連工事、大規模再開発等を見据えて、首都圏を中心

に営業強化策を実施しており、下期および次年度以降の需要の確実な取り込みを図ってまいります。

 

平成27年12月期通期連結業績予想数値の修正（平成27年１月１日～平成27年12月31日） 

 

 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益  

 
前回発表予想 （Ａ） 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

  77,000 7,950 8,000 4,900 93.41 

  今回修正予想 （Ｂ） 72,100 6,860 7,000 4,500 85.78 

  増減額 （Ｂ－Ａ） △4,900 △1,090 △1,000 △400 － 

  増減率 （％） △6.4 △13.7 △12.5 △8.2 － 

  （ご参考）前期実績 

（平成26年12月期） 
68,045 7,008 7,262 4,433 84.52 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております

 

（３）会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）および「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成27年３月26日。以

下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文および退職給付適用指針第67項本文に掲げ

られた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務および勤務費用の計算方法を見直し、退

職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存

勤務期間に近似した年数に基づく割引率から単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務および勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に

加減しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が268,606千円減少し、利益剰余金が172,982

千円増加しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益

に与える影響は軽微であります。なお、セグメント情報に与える影響は軽微であるため、記載を省略しておりま

す。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 17,782,908 20,540,023 

受取手形及び売掛金 22,345,714 20,582,682 

商品及び製品 4,434,156 5,277,475 

仕掛品 834,385 956,993 

原材料及び貯蔵品 1,631,351 1,446,197 

その他 988,130 1,180,358 

貸倒引当金 △132,796 △147,704 

流動資産合計 47,883,851 49,836,027 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 14,263,937 13,861,897 

機械装置及び運搬具（純額） 2,679,304 2,750,976 

土地 6,314,301 6,271,959 

その他（純額） 3,216,381 4,469,894 

有形固定資産合計 26,473,924 27,354,726 

無形固定資産    

のれん 511,117 483,433 

その他 691,577 664,745 

無形固定資産合計 1,202,695 1,148,178 

投資その他の資産    

投資有価証券 7,018,170 7,391,389 

その他 1,711,829 1,830,561 

貸倒引当金 △197,282 △170,854 

投資その他の資産合計 8,532,717 9,051,096 

固定資産合計 36,209,336 37,554,001 

資産合計 84,093,187 87,390,029 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 5,923,598 5,848,095 

電子記録債務 7,112,560 10,198,604 

信託未払金 4,376,737 － 

短期借入金 5,400,114 4,433,500 

未払法人税等 1,322,667 911,677 

賞与引当金 68,041 97,419 

その他 4,957,782 4,347,401 

流動負債合計 29,161,501 25,836,697 

固定負債    

長期借入金 3,338,000 8,056,000 

退職給付に係る負債 1,848,580 1,588,667 

資産除去債務 39,497 39,663 

その他 2,552,762 2,633,024 

固定負債合計 7,778,840 12,317,354 

負債合計 36,940,341 38,154,052 

純資産の部    

株主資本    

資本金 6,911,700 6,911,700 

資本剰余金 6,042,037 6,042,037 

利益剰余金 32,941,220 34,192,876 

自己株式 △1,031,585 △1,031,755 

株主資本合計 44,863,372 46,114,858 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,727,194 2,079,911 

為替換算調整勘定 599,397 1,076,256 

退職給付に係る調整累計額 △37,118 △35,048 

その他の包括利益累計額合計 2,289,473 3,121,119 

純資産合計 47,152,846 49,235,977 

負債純資産合計 84,093,187 87,390,029 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 
 至 平成26年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高 32,505,540 32,950,180 

売上原価 23,576,808 24,327,259 

売上総利益 8,928,732 8,622,921 

販売費及び一般管理費 5,929,157 6,148,070 

営業利益 2,999,574 2,474,851 

営業外収益    

受取利息 21,706 21,915 

受取配当金 36,975 49,452 

その他 96,219 82,674 

営業外収益合計 154,901 154,042 

営業外費用    

支払利息 83,651 76,402 

その他 4,533 29,500 

営業外費用合計 88,184 105,902 

経常利益 3,066,291 2,522,990 

特別利益    

固定資産売却益 4,002 224,005 

投資有価証券売却益 7,359 － 

特別利益合計 11,362 224,005 

特別損失    

固定資産処分損 1,201 3,217 

特別退職金 50,492 － 

その他 30 － 

特別損失合計 51,724 3,217 

税金等調整前四半期純利益 3,025,929 2,743,778 

法人税、住民税及び事業税 1,321,295 1,109,170 

法人税等調整額 △21,153 △21,099 

法人税等合計 1,300,142 1,088,071 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,725,787 1,655,706 

四半期純利益 1,725,787 1,655,706 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 
 至 平成26年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,725,787 1,655,706 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △188,344 352,716 

為替換算調整勘定 317,312 476,859 

退職給付に係る調整額 － 2,069 

その他の包括利益合計 128,968 831,645 

四半期包括利益 1,854,756 2,487,352 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,854,756 2,487,352 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 
 至 平成26年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 3,025,929 2,743,778 

減価償却費 791,183 863,386 

賞与引当金の増減額（△は減少） 22,867 29,378 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △11,646 △11,993 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △22,492 － 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 17,194 

受取利息及び受取配当金 △58,682 △71,367 

支払利息 83,651 76,402 

固定資産売却損益（△は益） △4,002 △224,005 

売上債権の増減額（△は増加） 2,379,569 1,952,590 

たな卸資産の増減額（△は増加） △936,169 △543,587 

仕入債務の増減額（△は減少） △122,074 △1,115,913 

その他の流動負債の増減額（△は減少） △139,369 △191,997 

その他の固定負債の増減額（△は減少） 8,766 5,485 

未払消費税等の増減額（△は減少） 193,384 △268,464 

その他 93,628 △100,436 

小計 5,304,545 3,160,449 

法人税等の支払額 △1,470,587 △1,447,116 

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,833,957 1,713,332 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有価証券の取得による支出 △4,000,000 － 

有価証券の売却による収入 4,000,000 － 

有形固定資産の取得による支出 △1,410,804 △2,109,488 

無形固定資産の取得による支出 △151,124 △33,023 

無形固定資産の売却による収入 － 222,467 

投資有価証券の取得による支出 － △300,000 

投資有価証券の売却による収入 58,303 300,531 

子会社株式の取得による支出 － △30,000 

保険積立金の積立による支出 △68,753 △13,000 

利息及び配当金の受取額 57,524 69,449 

その他 166,183 △8,446 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,348,670 △1,901,509 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 5,256,971 5,375,849 

短期借入金の返済による支出 △5,657,206 △5,240,784 

長期借入れによる収入 － 7,000,000 

長期借入金の返済による支出 △64,800 △3,394,000 

配当金の支払額 △576,938 △576,593 

利息の支払額 △96,795 △86,786 

シンジケートローン手数料の支払額 － △187,920 

その他 △75,402 △71,519 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,214,171 2,818,245 

現金及び現金同等物に係る換算差額 98,164 102,805 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,369,279 2,732,873 

現金及び現金同等物の期首残高 18,454,501 17,782,908 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 49,658 － 

現金及び現金同等物の四半期末残高 19,873,438 20,515,781 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成26年１月１日 至 平成26年６月30日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注） 

 
建設関連 
製品事業 

自動車関連 
製品事業 

ホテル事業 
その他の 
事業 

計 

売上高              

外部顧客への 

売上高 
25,434,998 4,049,207 2,469,561 551,772 32,505,540 － 32,505,540 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－ － 2,192 － 2,192 △2,192 － 

計 25,434,998 4,049,207 2,471,754 551,772 32,507,732 △2,192 32,505,540 

セグメント利益又は
損失（△） 

2,693,175 450,808 △150,142 5,732 2,999,574 － 2,999,574 

（注） セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成27年１月１日 至 平成27年６月30日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注） 

 
建設関連 
製品事業 

自動車関連 
製品事業 

ホテル事業 
その他の 
事業 

計 

売上高              

外部顧客への 

売上高 
24,782,937 4,997,087 2,594,142 576,012 32,950,180 － 32,950,180 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－ － 1,499 － 1,499 △1,499 - 

計 24,782,937 4,997,087 2,595,642 576,012 32,951,680 △1,499 32,950,180 

セグメント利益又は
損失（△） 

2,159,394 567,786 △238,742 △13,586 2,474,851 － 2,474,851 

（注） セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（重要な後発事象）

  （自己株式の取得および消却） 

当社は、平成27年７月30日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される

同法第156条の規定に基づき、自己株式の取得に係る事項について決議するとともに、会社法第178条の規定に基づ

き、自己株式を消却することを決議いたしました。 

 

１．自己株式の取得および消却を行う理由 

資本効率の向上を図るとともに、１株当たりの株主価値を高め、株主への利益還元を充実させるために、

自己株式の取得を行います。また、すでに保有しております自己株式のうち一部を消却いたします。 

 

２．自己株式の取得の内容

 （１）取得する株式の種類        ：当社普通株式

 （２）取得する株式の総数        ：1,500,000株（上限）

                （発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合2.86％）

 （３）取得価額の総額          ：19億５千万円（上限）

 （４）取得期間             ：平成27年８月３日～平成27年10月31日

 （５）取得方法             ：証券会社による投資一任方式

 

３．自己株式の消却の内容

 （１）消却する株式の種類        ：当社普通株式

 （２）消却する株式の総数        ：1,500,000株

                （消却前の発行済株式総数（自己株式を含む）に対する割合2.71％）

 （３）消却後の発行済株式総数      ：53,790,632株

 （４）消却予定日            ：平成27年８月31日
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